


私たちは、富士山のふもと、緑豊かな静岡県に本社を置き、
プレス部品及び金型・自動化設備メーカーとして、企画・構想から加工組
立まで一貫した生産体制を持ち、万全な品質管理により、信頼性の高い製
品を生産しております。

国内5拠点、海外2拠点を構え、現在72年目を迎えました。

これからも「お客様第一」の理念のもと培って来た技術力・現場力を拠
り所として、より良い製品を、より早く、より廉価に、お客様にお届けで
きるよう旭洋グループに関わる全てのスタッフ一丸となり邁進してまいり
ます。



社概要会

設 立 1953年10月1日

資本金 6,000万円

代表者 取締役会長 佐野 昌司 取締役社長 杉山 聡

主な取引先
（50音順)

株式会社協豊製作所
株式会社プロスパイラマニュファクチャリング
太平洋工業株式会社 トヨタ自動車株式会社
トヨタ自動車東日本株式会社 豊田鉄工株式会社
日本キヤリア株式会社
日立ジョンソンコントロールズ空調株式会社
日野自動車株式会社 三菱電機株式会社
ユニプレス株式会社

取引銀行 静岡銀行 スルガ銀行 みずほ銀行 三菱ＵＦＪ銀行

関連会社 旭洋商事株式会社
Kyokuyo Overseas Holdings Co.,Ltd.
Kyokuyo Industrial (Thailand) Co.,Ltd.
PT.Kyokuyo Industrial Indonesia



国内5拠点、海外2拠点とグローバルに展開しています。



本社工場
住所：静岡県駿東郡長泉町東野50-16
TEL：055-986-2221
FAX：055-986-8305

須山工場
住所：静岡県裾野市須山2810-2
TEL：055-965-1034 
FAX：055-965-1036

裾野工場
住所：静岡県裾野市葛山1104-1
TEL：055-997-0158
FAX：055-997-2483

登米工場
住所：宮城県登米市迫町北方大洞104-17
TEL：0220-57-1020
FAX：0220-57-1021

野木工場
住所：栃木県下都賀郡野木町大字川田53-1
TEL：0280-67-3022
FAX：0280-67-3024

内拠点国



Kyokuyo Industrial (Thailand) Co.,Ltd.

■Factory1
Address：700/612 Moo 4 Amata City Chounburi Industrial Estate

Phase 6 Tumbol Bankao Amphur Panthong Chonburi
20160 Thailand
TEL：+66-3821-0021 FAX：+66-3821-0031

外拠点海

■Factory2
Address：700/615 Moo 7 Amata City Chounburi Industrial Estate

Phase 6 Tumbol Donhualoh Amphur Muangchonburi
Chonburi 20000 Thailand
TEL：+66-3804-7006 FAX：+66-3804-7012

PT.Kyokuyo Industrial Indonesia

Address：Kawasan Industri Kota Bukit Indah Blok D-ll No.10
Desa Dangdeur, Kec. Bungursari Purwakarta 41183
Jawa Barat Indonesia
TEL：+62-264-8371-272 FAX：+62-264-8371-273



プレス金型製作
長年培ってきた技術と最新のCAD/CAMやデジタル化
された最新設備を融合することで、高品質で安価
なプレス金型を短納期で製作することが出来ます。
特に、自動車のフレームやシャーシなど、成形性
の難しいハイテン材を使用するボディー用プレス
金型製作を得意とし、常にお客様のニーズにお応
えして高評価を頂いております。

各種部品製造
主に自動車用ボディー部品と、冷凍機用及び給湯器用
コンプレッサーケースを生産して各メーカーに納品し
ています。
生産工程では、トランスファープレス機を多数保有

し、各所でデジタル化された最新設備を導入してFA化
させています。
更に自社で設計・製作したプレス金型と自動組立ライ
ンを使用することで、低コスト・短納期を実現してい
ます。また、製品毎に当社独自の品質マニュアルを作
成し、改善し続けることで、常にお客様に満足頂ける
高品質な製品を納品しています。

術紹介技



自動車部品、冷凍機・給湯機部品の製造

車体骨格部品・フレーム部品／空調・冷凍機器用コンプレッサーケース部品
をプレス加工・溶接等の組立加工

業内容事

生産ツールの設計・製作

設置から教示まで全て自社で実施

構想から加工組立までの一貫した生産体制のもと培って来た高い技術力を拠り所とした付加価値
の高い製品の供給を実現

プレス金型、治具の設計・製作



クロスメンバーS/Aフレーム

ガセットフレームS/A
クロスメンバーS/A 

フレーム

バウンドストッパーS/A

キャブMTG S/A

キャブMTG S/A

フック,トランスポートS/A

品紹介製



環境活動

当社が72年という長きに渡り、飛躍し続けることが出来ているのは、ひとえに従業員ひとり一人の日々の努力による賜物であり、
それをなくして今後の発展はありません。
当社では、全ての従業員が身体的・精神的・社会的に良好な状態(幸福）＝well-beingで活き活きと活躍できる場となることをめざ
しています。

ell-beingをめざしてw

野木工場 ソーラーパネル設置

2023年2月
タイ工場にソーラーパネル設置



河川清掃
狩野川水系水質保全活動協議会の幹事会員として、支部幹事会や総会への出席や河川清掃への参加

一般社団法人旭洋友愛会
長泉町内の高校に通う学生に奨学金を給付

交通安全街頭啓発
「全国交通安全運動」の時期に合わせて、交通事故撲滅を目指し、交通安全啓発活動実施

その他
・K-MIX主催92日間の無事故・無違反を競う「チャレンジラリー92」等、交通安全活動への協賛
・野木町ひまわりフェスティバルなど地域イベントへの協賛

地域貢献活動

健康経営 健康経営優良法人とは？
特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を「見える化」
することで、従業員や求職者、関係企業や金融機関などから評価を受けること
ができる環境を整備することを目的に2016年度に経済産業省が創設した制度

2022年より3年連続健康経営優良法人認定

・スポーツ庁「Sport in Life コンソーシアム」加盟
・スマホアプリを使ったウォーキングイベントに2021年より毎年参加
・2026年10月より構内全面禁煙



革沿
1953年 資本金50万円にて、三島市宮町に有限会社旭洋工業製作所を設立。主として毛糸編物機械を製作。

1956年 駿東郡長泉町下土狩字高田に第一工場を新築し、移転。

1960年 第一工場隣接地700坪を取得し､冷凍機組立工場を新設。

1962年 資本金360万円に増資し、有限会社より株式会社に改組。自動車部品のプレス、組立加工を始める。

1963年 資本金1,200万円に増資。静岡県駿東郡長泉町下土狩字御嶽堂に第二工場を新設し、自動車部品の
プレス加工及び事務用椅子の組立を行う。

1964年 資本金2,400万円に増資｡中小企業庁より企業庁より合理化モデル工場に指定される。

1966年 資本金3,600万円に増資｡第二工場を増設し、スチール家具の製造を始める。

1967年 神奈川県平塚市大原に平塚工場を開設し、板金組立加工および事務用椅子の製造を始める。

1970年 資本金4,200万円に増資。静岡県駿東郡長泉町下土狩字開キに第三工場(旧､三島工場)を開設し、
インジェクションフレームの製缶、配管を中心フレームの製缶、配管を中心とした大型板金加工
を行う。

1972年 スチール家具部門が独立し、旭洋商事株式会社が発足。

1980年 静岡県裾野市葛山に裾野工場を開設し、自動車部品の組立加工を行なう。

1981年 平塚工場を閉鎖。

1983年 資本金を6,000万円に増資。現在地に本社工場を開設し、移転を始める。

1984年 本社工場への移転を完了。第二工場を閉鎖。

1987年 三島工場に治工具棟を増設。



革沿
1992年 本社工場に第二工場を増設。

1995年 本社工場に第三工場を増設。

2002年 旭洋タイランド(KIT)設立。

2005年 KITを増設。

2009年 KITに新工場(第二工場)を新設。

2011年 静岡県裾野市須山に須山工場を新設。三島工場より須山工場へ移転。

2012年 旭洋インドネシア(KIIN)設立。

2013年 旭洋ｵｰﾊﾞｰｼｰｽﾞ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ(KOHD)設立。

2015年 静岡県裾野市葛山に裾野第二工場を新設。

2017年 栃木県下都賀郡野木町に野木工場を新設。

2019年 野木工場にプレス棟を新設。

2021年 宮城県登米市に登米工場を新設。

次の100年に向けて、これからも弛みなく歩み続けます。


